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使った教育 (the Satellite Educational Resources Consortiumll!各して





生徒数は一年生が10名(労子 5 名，女子 5 名) ，二年生は 4 名(男子のみ)
であった。どちらも月曜から金1I1~ まで毎日 50分日本語の授業がある。その
うち週 3 日は50分のテレビレッスンがあり，残り 2 日は20分の電話レッス




























の伝達者としての機能 (instructional function) で， もうひとつは学生を































f入院味 (humanness) J をもたせることだと考えている。メディア講師を




















レビ講師が自分遠の「先生 (teacher) J であると異口同音に答えたが，電話
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講師になると答えはばらばらになる。一年生の学習世話係が表現するよう




現者 (supervisor)J r指導者 (director)J ri調整役 (coordinator)J r教導員









































































試験は筆記と口頭の 2 種類からなり，口頭試験については， ACTFLの発
話能力試験の指標 (Oral Proficiency Interview Test Guidelines) に従っ
た。生徒一人一人に裂した時間は 3 分から 12分であった。
筆記試験はー，二年生用にそれぞれ別のものを作った。筆記試験作成に
























下と判定された者が 1 人，初級の上 3 人，初級の中 2 入，初級の下 1 人で



















に対し，二年生は4.5文であった。顔出した文型は rA は B です。 j ， r Aが


















































































































る。一倒入の f位置J と f地位J は必ずしも同じでなく，グループダイナミ
ックに影響を及ぼすのは 11立設」よりむしろ f地位J のほうである。






















の導入をするということであり，具体的に次の剖点が挙げられている。 1 ) 
日本語で簡単なやりとりができるように基本的な文型と詩集を君主得すること，
2 )ひらがな，カタカナ，及ぴ幾つかの漢字に親しむこと， 3) 日本文化，
日本人，日本の社会を理解し評価すること， 4) 生徒の考え方を広げ，自己







訳がつくもの，@英詩の埋め草， I!Il ち“Wait，"“Well，"“1sit right ? "等の
言葉が入る場合，⑤完会な英文の場合となった。
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